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加藤登紀子さんが 語った！ 歌った！ 地球市民講座！

中村哲医師に関する「地球市民講座」は大変反響があり、今回は歌手の加藤登
紀子さんを講師に迎えて、三回目の開催となりました。
第一部：講演「哲さんの声が聞こえる」　コロナ禍になって「今までできなかった
ことを」と思った登紀子さんが、まずやりたかったのは「哲さん」のことを伝えるこ
とでした。中でも、クリスマスイブに電話で「メリークリスマス！」と言ったら、中村
哲医師がしばらく沈黙し、その後「僕はクリスチャンなんだ」と返ってきたお話があ
りました。この一言で、宗教が異なる国で暮らしている哲さんの心情が強く心に伝
わってきたそうです。また、現在の戦争にも大変心を痛めている登紀子さんは、中
村哲医師の次の言葉を力強く紹介しました。「変化を求めるのではなく、相手を尊
重し価値観を受け入れる」。これは当たり前のことのようですが、現在の世界情勢
ではまだとても難しいことなのだと思い知らされます。私達も日々の生活の一つ
一つ、「一隅を照らす」ように努めていきたいと感じました。
第二部：ミニコンサート「果てなき大地の上に」　真っ赤なドレスを纏った登紀
子さんのメッセージや歌による国境を越えた世界観に魅了されました。アンコール
ではジョンレノンの「イマジン」の素晴らしい日本語訳に心が熱くなりました。


